
まいづるパー トⅡ 
令和４年度 №８ 校長室だより 

通算№ 8(R4. 7.15) 

霧島市立国分小学校長 

☆ 子どもに直接的な体験活動の推進を ☆ 
 直接的な体験活動には，生活体験（遊び・手伝い・家庭や地域での年中行
事への参加），自然体験（山や川，海等での活動），社会体験（地域でのボラ
ンティア活動，職業体験，異年齢での交流体験等）などの主に３つに分けら
れると考えられます。 
 これらの活動を年齢（発達）段階で適切に体験させることで子どもはより
よく成長します。 
 様々な直接的な体験をすることにより「体験の力」（自尊感情，共生感，意欲・関心，規範意識，職
業意識，人間関係能力，文化的作法・教養）が向上するといわれています。 
 特に，小学校高学年から中学生の時期に，いかに学校外での多様な活動を豊富に実践するかで，その
後の生き方にも大きく影響を受けることが各種の調査で明らかになっています。(※１) 
 勉強や習い事等ももちろん大事ですが，地域での活動（子ども会活動・地域行事への参加・参画，伝
統文化の継承，異年齢での交流等）や家事手伝いなどに，意図的に取り組ませることが大切です。 
  

 （※１） 体験量と「体験の力」の関係（子どもの体験活動の実態に関する調査研究（H22.10）より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ グラフの見方 

    縦軸は，自然体験，友達との遊びの経験，地域活動の経験の割合がそれぞれ「多い←中くらい→少ない」を示してお

り，例えば，自然体験が多いほど物事に対する意欲・関心が高く，少ないと低いということが分かります。 

 

 豊富な体験を積んだ子どもほど，意欲や関心が高まり，学力向上にもつながります。間接的な体験
である読書活動などとも絡めて，家庭だけでなく，地域全体で子育てに取り組む環境をつくっていき
たいものです。 
 さて，いよいよ夏休みです。子どもたちが家庭・地域にかえっていきます。ぜひ，この貴重な期間・
時間を有意義なものにしていただきたいと思います。（感染症対策の継続もお願いします！） 
 
※現在，コロナウイルス陽性者や濃厚接触者が多くの学級で発生しています。上や下のきょうだい関係から感染したケース

がほとんどとなっています。今後も基本的な感染症対策（うがい・手洗い，マスク，消毒，換気等）の継続をお願いします。

特に，家族で PCR 検査を受けることになった方がいらっしゃるのに，登校していて急きょ下校させる事例もあります。本人

や家族に風邪症状のある場合も含め，拡大防止にご協力ください。 

学校教育目標「胸を張って堂々と生きる」 青少年赤十字の目標「気づき・考え・実行する」 
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主な質問項目 
【意欲・関心】 
・ もっと深く学んでみたいことがある。 
・ 経験したことのないことには何でもチャレンジして
みたい。 

【規範意識】 
・ 交通規則など社会のルールは守るべきだと思う。 
・ 電車やバスに乗ったとき，お年寄りや身体の不自由
な人には席をゆずろうと思う。 

【職業意識】 
・ 自分にはなりたい職業や，やってみたい仕事があ
る。 

・ できれば，社会や人のためになる仕事をしたいと思
う。 

↑宿泊学習より 


